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県立近代美術館収蔵美術昆紹介困

浜口陽三 「カラーメ ゾチント集」より
1977-1978年
11 . 5cm X 11 .5cm 

-表紙萄」「葡

日
本
の
版
画
界
は
、
戦
後
、
棟
方

志
功
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
多
く
の

す
十
れ
た
作
家
を
生
み
だ
し
た
が

浜
口
陽
三
も
国
際
的
に
も
評
価
の
高

い
版
画
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

浜
口
は
、

明
治
四
十
四
年
和
歌
山

県
に
生
ま
れ
、
昭
和
五
年
、
東
京
美

術
学
校
の
彫
刻
科
を
中
退
し
て
パ
リ

に
留
学
し
た
。
戦
時
中
は
帰
国
し
た

が
、
二
十
八
年
に
再
び
渡
仏
し
、
現

在
な
お
パ
リ
で
活
躍
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
、

一
九
七
七
年
か
ら

翌
年
に
か
け
て
パ
リ
で
制
作
し
た
六

点
連
作
の
カ
ラ

l
メ
、
ゾ
チ
ン
ト
集
の

中
の
「
葡
萄
」
(
ぶ
ど
う
)
で
、
ほ
か

に
「
桜
ん
坊
」
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

「
石
棺
」
(
、
さ
く
み
)

「
天
道
虫
」
(
て

ん
と
う
む
し
)
「
毛
糸
玉
」
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
連
作
で
は
、
日
常
見
慣
れ

た
果
実
や
野
菜
、
昆
虫
な
ど
は
、
そ

の
属
性
や
日
常
性
が
陥
寸
い
去
ら
れ
、

幽
暗
の
中
に
確
固
と
し
た
存
在
と
し

て
息
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
無
限

の
空
間
と
張
り
つ
め
た
静
寂
の
中
に

美
し
い
色
調
を
も
っ
て
、
普
遍
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

浜
口
の
作
品
は
、
現
代
文
明
の
中

で
失
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
自
然
や
簡
潔

「桜ん坊」

1977，....，1978年

11 . 5cm X 11 . 5cm 

明
り
よ
う
な
も
の

繊
細
微
妙
な
も
の

へ
の
再
認
識
を
促

す
も
の
で
、
遠
く

パ
リ
の
地
に
あ
っ

て
東
洋
的
精
神
性
を
み
ご
と
に
昇
華

さ
せ
て
い
る
。

浜
口
の
独
自
性
は
、
技
法
の
中
に

も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ラ

l
メ

グ
チ
ン
ト
と
呼
ば

れ
る
こ
の
版
画
技

法
は
、
彼
が
初
め

て
試
み
、
成
功
さ

ーせ
「アスハラガスJ た

1977，....，1978年 jA
11. 5cm>く11kmjL 

る

れ・法ヨ
をて、、 I ^ 
つ、 ロ メ
〈版ツソマ
り面ノf チ

全てン
そ f本用ト
のにい ー〉

さ ・ 小 ら と
さ・されは
く・なた十
れ・さ・複八
をさ ・製世
っく ・技紀

ぶ
し
た
り
、
削
っ
た
り
磨
い
た
り
し

て
製
版
す
る
も
の
で
、
版
画
技
法
の

中
で
も
最
も
慎
重
さ
と
忍
耐
力
と
を

必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
写
真
の
登

場
に
よ
り
そ
の
技
法
は
完
全
に
衰

退
し
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

二
十
世
紀
の
半
、
ば
、
彼
は
，こ
の
技
法

を
応
用
し
、
多
色
刷
り
の
カ
ラ

l
メ

グ
チ
ン
ト
版
画
と
し
て
魁
(
よ
み
が
)

え
ら
せ
、
孤
高
と
も
レ
え
る

こ
の
道

の
主
導
者
と
な
っ
て
い
る
。

(学
芸
員

・
片
岸

日百

「富山近美友の会」会員募集

観どころ味じまん(J)----一一一一
庄川町牛岳ふるさと歩道

特産の里紹介 シリースε② 14 
北方領土は確かに日本の領土でした一一一一一一12・18
相談室 ⑮ 19 
こちら消費生活ケンターです 20・21
トピ ックス ・県政の動き ・お知らせ一一一一一一一22・23
みなさんと県庁のパイプ役 24 
心身障害者福祉施設 ・学校紹介 表 3

県立高岡ろう学校
魔薬 ・覚せい剤禍を撲滅しよう 表 4

10 
12-13 

近代美術館収蔵美術品紹介 表 1・2
「葡萄」 浜口陽三作

心身障害者も中高年齢者も

働く場を求めています
覚せい剤は白い悪魔一一一一

あなたの強い意志だけが頼 りです

等 1回アンケート結果がまとまりました 6-9 
県政ホニター モ 1・2

アイデア続々 835件 「県民の知恵募集」一一一一- 9
土地の売買Q&A 10 

契約前に届け出を
あなたも「ふれあいの輪」 の中に 11 

1・4

5 

10月号-

・もくじ
ま
す

心
身
障
害
者
と
中
高
年
齢
者
、
こ
こ
数
年
来
の
厳
し

い
雇
用
事
情
の
中
に
あ

っ
て
、
就
職
の
道
を
閉
ざ
さ
れ

社
会
を
考
え
る
と
、
中
高
年
齢
者
の
労
働
力
が
大
き
な

ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
く
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

か て
し
ま
い
が
ち
と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う

次
に
、
心
身
障
害
者
や
中
高
年
齢
者
を
雇
う
場
合
の

助
成

・
融
資
制
度
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
制

度
を
有
効
に
利
用
し
て
、
両
者
の
雇
用
促
進
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
障
害
者
の
み
な
さ
ん
が
積
極
的
に
社
会
参

加
さ
れ
る
に
は
就
職
の
場
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
し
ま
た
、
人
口
の
高
齢
化
が
い
ち
だ
ん
と
進
む

体
障
害
者
数

(十
八
歳
以
上
)
は
、

百
九
十
七
万
七
千
人
で
、
千
人
の
う

ち
約
二
十
四
人
が
身
体
上
に
何
ら
か

の
障
害
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

と
こ
ろ
で
「
身
体
障
害
者
雇
用
促

進
法
」
に
よ

っ
て
事
業
主
は
従
業
員

手

の

一
・
五
ば
以
上
の
身
体
障
害
者
を

雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
昨
年
の
六

月

一
日
現
在
で
は

一
・
一
三
ば
(
富

山
県
は

一
'・
三
六
江
)
と
低
い
の
が

q 

ハH
U別

人
に
"
は
人
は
身
体
障
害
者
で
す
。

厚
生
省
が
昭
和
五
十
五
年
に
行
っ

た
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
日
本
の
身

実
情
で
す
。

身
体
障
害
者
を
雇
用
す
る
場
合
、

作
業
施
設
や
設
備
の
改
善
が
必
要
に

な
る
な
ど
費
用
が
か
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
障
害
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
は
各
種
の
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

O
身
体
障
害
者
雇
用
調
整
金

常
用
労
働
者
が
三
百
人
を
超
え
る

企
業
が
、
法
定
雇
用
率

(了
五
に
)

を
超
え
て
身
体
障
害
者
を
雇
用
し
て

い
る
場
合
、
そ
の
法
定
雇
用
率
を
超

え
て
雇
用
し
て
い
る
障
害
者

一
人
に

つ
い
て
月
額
一
万
四
千
円
を
支
給
し



ま
す
。

O
報
奨
金

従
業
員
三
百
人
以

下
の
企
業
が
、
身
体

障
害
者
を
三
ば
相
当

数
ま
た
は
五
人
の
い

ず
れ
か
大
き
い
数
を

超
え
て
雇
用
し
て
い

る
場
合
、
そ
の
超
過

し
て
雇
用
し
て
い
る

障
害
者

一
人
に

つ
い

て
月
額
八
千
円
を
支

給
し
ま
す
。

O
助
成
金

障
害
者
を
雇
用
す

る
た
め
に
職
場
環
境

を
整
備
し
た
り
、
適

切
な
雇
用
管
理
を
行

う
た
め
の
費
用
を
助

成
す
る
も
の
で
、
次

の
よ
う
な
場
合
が
該

当
し
ま
す
。

-
作
業
施
設
や
設
備

の
設
置
・
改
善

身体障害者の増加の状況(18歳以上)
(資料出所)厚生省昭和55年「身体障害者実態調査」

図 l

2，250 

-
重
度
障
害
者
の
通
勤
を
容
易
に
す

の
購
入

る
た
め
の
住
宅
の
新
築
や
通
勤
パ
ス

-
手
話
通
訳
担
当
者
や
健
康
相
談
医

制
度
、
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成

金
に
よ
る
賃
金
助
成

・
税
制
上
の
優

5
人

に

今
後
の
人
口
の
動
向
に
つ
い
て
は

若
者
の
占
め
る
割
合
が
減
り
、
高
齢

化
が
進
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全

労
働
力
人
口
に
占
め
る
五
十
五
歳
以

(昭和60年度)

労働力人口

(昭和50年度)

図 2

日

i
mm
歳

2，000 

1，250 

1，000 

750 

1，750 

1，500 
師
の
委
嘱

O
職
場
適
応
訓
練

県
が
事
業
主
に
委
託
し
て
障
害
者

の
能
力
に
応
じ
た
職
種
に
六
ヵ
月
の

遇
措
置
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
県
職
業
安
定
課
へ
お
問
い
合
せ

1
人

は

長~之項 企業数 常用労働者数 身体障害者数 実雇用率 雇用業率の未割達成料

崎

点..u:、-ムo、

企業 人 人 % % 
自警農 林 漁硝 ?魚 業 65 18，184 224 1. 23 (1. 20) 36.9(40.3) 

鉱 75 30，192 897 2.97 (3.83) 20.3 (23.9) 

建 言受 白業 1，582 527，107 5，582 1. 06 (1.05) 44.1 (42.5) 

製 造 15，901 5，735，105 76，943 1.34(1.34) 35.1 (35.0) 

食料品・たばこ 1，697 518，423 5，212 1.01(0.97) 46.7 (47.6) 

繊維・衣服 2，270 512，937 9，241 1. 80 (1. 83) 30.3(30.3) 

木材 家具 790 137，276 3，751 2.73 (2.67) 16.8(18.0) 

パJレず ・紙・出j険雲甑監 1，282 358，573 5，742 1. 60 (1. 59) 32.7(30.1) 

化 学工 1，003 572，367 4，506 0.79 (0.79) 60.3 (59.5) 

議 川業 土U 右 850 218，155 3，461 1. 59 (1. 62) 27.3(27.7) 

鉄 鋼 357 262，177 3，900 1. 49 (1. 52) 16.8(18.2) 

非 鉄 金 属 243 108，016 1，400 1. 30 (1. 41) 33.7(30.5) 

金 属 製 nCu 3 1，335 271，385 5，449 2.01(2.06) 22.6(25.0) 

機 械 工 業 5，034 2，447，075 29，828 1. 22 (1.19) 38.0(37.4) 

そ の 他 1，040 328，721 4.453 1.35(1.40) 34.6 (34. 9) 

卸売・小売業 8，244 2，215，118 14，080 0.64(0.63) 70.2 (69. 0) 

金融・保険・不動産業 1，905 1，251，093 8，879 0.71 (0.62) 73.5(73.9) 

ぃ運輸・通 信 業 2，023 650，812 8，434 1. 30 (1. 29) 39.0 (39.8) 

電気・ガス・ 91道業 97 183，031 1，975 1. 08 (1. 09) 63.9(64.6) 

サー ピ ス J業 6，202 1，323，838 18，214 1. 38 (1.36) 50.1(49.9) 

言十 36，093 11，934，480 135，228 1.13 (1.12) 48.4(48.0) 

民間企業における産業別身体障害者の雇用状弘 6月1日!Ji1f)

実

地 (表 1
司11

練
を
行
っ
て

職
場

対
す

る
不
安
を
除
き
な
が
ら
技
術
を
身
に

つ
け
て
も
ら
い
、
終
了
後
は
そ
の
事

業
所
で
引
き
続
い
て
働
け
る
よ

p

ユ雇

下
さ
い
。

高
齢
者
で
す
。

上
の
割
合
を
み
て
も
、
昭
和
五
十
年

の

一
五
・

一
一位
か
ら
、
六
十
年
に
は

一
八
・
四
ば

へ
と
高
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
今
や
五
人
に

一
人
が
高
齢

60年は労働省推計総理府「労働力調査」

ph
d
l
A吐
量
比

4
1
i6
4ぽ

者
と
い
え
る
時
代
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
事
情
の
中
で
、

一
律
定
年
制
を
し
い
て
い
る
県
内
企

業
の
定
年
年
齢
を
み
ま
す
と
、
五
十

五
歳
が
全
体
の
四
三

・
八
一位
、
五
十

六
歳

・
五
十
九
歳
が
二
二

・
四
一日
、

六
十
歳
以
上
が
三
三

・
七
ば

と
い
う

割
合
に
な

っ
て

い
て
、
年
々
引
き
上

げ
ら
れ
る
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、

全
国
に
比
べ
六
十
歳
未
満
定
年
の
割

合
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
中
高
年
齢
者
等
の
雇
用

国
や
県
で
は

①
昭
和
六
十
年
六
十
歳
定
年
の

一
般

.vu 
②
高
年
齢
者

(
五
十
五
歳
以
上
)
の

雇
用
率
六
に
の
早
期
達
成

③
中
高
年
齢
者
の
雇
用
の
安
定

・
再

就
職
の
促
進

と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

( )内は、昭和54年6月1日現在の数値です。(注)

2 

用
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
事
業
主
に

九
万
五
千
円
の
訓
練
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

は
訓
練
生

一
人
に
つ
い
て
月
額

一
万

五
千
円
(
重
度
は
一
万
六
千
円
)
を

支
給
し
、
訓
練
生
に
は
平
均
で
月
額

|
|
女
ー
ー
ー
ム
N
I
-
-

」
れ
ら
の
ほ
か
、
雇
用
促
進
融
資

の
促
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
で

は
、
各
企
業
は
高

年
齢
者

(
五
十
五

富山県[""賃金等労働条件実態調査J 55年

国[""雇用管理調査J 55年

3 

歳
以
上
)
を
六
ば

60歳以上

33.7% 

39.7% 

雇
用
す
る
よ
う
定

め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
昨
年
の

〈一律定年制における定年年齢(昭和55年)> 

55歳

六
月

一
日
現
在
で

は、

全
国
平
均
が

六

・
二
ば
で
あ
る

と
な

っ
て
い

る
の

56~ 59歳

t 
エ

の
に
対
し

て
、
富

資料

山
県
は
四
・
八
ば

が
実
情
で
す
。

各
種
の
援
助
制
度

b 
二仁

を
設
け
て
い
ま
す
。

O
定
年
延
長
奨
励

金
定
年
年
齢
を
五

富山県

十
六
歳
以
上
に
引

国

き
上
げ
る
事
業
主

が
受
給
で
き
ま
す
。

図 3



O
継
続
雇
用
奨
励
金

六
十
歳
以
上
の
定
年
制
を
し
い
て

い
る
事
業
所
で
、
定
年
退
職
後
も
引

き
続
い
て
雇
用
す
る
事
業
主
が
受
給

で
き
ま
す
。

O
高
年
齢
者
雇
用
確
保
助
成
金

六
十
歳
以
上
の
定
年
制
を
し
い
て

い
る
事
業
所
で
、

新
た
に
六
十

一
歳

以
上
ま
で
継
続
雇
用
す
る
制
度
を
設

け
る
事
業
主
が
受
給
で
き
ま
す
。

O
富
山
県
継
続
雇
用
・
再
雇
用
奨
励

金
五
十
七
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
定

年
制
を
実
施
し
て
い
る
事
業
所
で
、

〈高年齢者の雇用状況〉

4.8 

6.0 
% 
6 

4 

2 

図 4

定
年
到
達
者
を
定
年
退
職
後
引
き
続

い
て

一
年
以
上
雇
用
す
る
事
業
主
が
受
給
で
き
ま
す
。

*主な行事*

・中高年齢者集団面接選考会

高間会場 /10月88t刻午後1時30分
高間商工ピル 2階大ホーjレ

富山会場パ0月9白鶴午後 1時30分
富山商工会議所ピル10階

・中高年齢者雇用促進大会

日時/10月168錨 午 後1時30分
富山県民会館401号室

内容/優良事業所・就職者の表彰、講演など

・中高年齢者雇用促進展

富山会場/10月38、48、5日

ユニー西町庖

高田会場/10月78、88、9日

高岡商工ピル

砺渡会場 /10月16日、 17日、 188
砺波プラザ

魚津会場/10月238、24日、 25日
魚津サンプラザ

:(別表)

は
白
い
悪
魔

中高年齢者の集団面接選考会

全

国

平

均

県

平

均

法
定
雇
用
率

。
O
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

高
年
齢
者
な
ど
の
就
職
が
困
難
な

人
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
が
受
給
で

き
ま
す
。

O
職
場
適
応
訓
練
費

中
高
年
齢
者
な
ど
就
職
困
難
な
求

職
者
に
対
し
て
、
職
場
の
作
業
環
境

に
適
応
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
を
行
い
、

訓
練
終
了
後
に
そ
の
求
職
者
を
雇
い

入
れ
る
事
業
主
が
受
給
で
き
ま
す
。

O
高
年
齢
者
職
場
改
善
資
金
融
資

同
年
齢
者
向
き
に
作
業
施
設
な
ど

。8h
b
@強
い
意
志
間
砂
野
田
川
ψ

「裡
由
な
き
犯
罪
」
「
通

り
魔
殺
人
L

と
呼
ば
れ
る
事
件
が
ひ

ん
繁
に
起
き
、
被
害
に
あ

っ
た
人
の

最
近

家
族
に
は
は
か
り
知
れ
な
い
悲
し
み

と
憤
り
を
、
そ
し
て
、
私
た
ち
に
は

大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の

一
連
の
事
件
の
う
ち
の

い
く
つ
か
は
み
な
さ
ん
す
で
に
こ
承

知
の
と
お
り
覚
せ
い
剤
常
習
者
に
よ

る
犯
行
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
覚
せ

い
剤
が
ど
ん
な
に
危
険
な

H

薬
H

で

あ
る
か
を
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

覚
せ
い
剤
に
よ

っ
て
検
挙
さ
れ
た

者
の
数

(別
図
)
は
、
昭
和
四
十
五

年
頃
か
ら
急
激
に
増
え
始
め
、
四
十

八
年
に
は
八
千
五
百
人
、
そ
し
て
昨

年
に
は
二
万
二
百
人
を
数
え
る
ま
で

に
な

っ
て
い
ま
す
。

、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
こ
こ
ま
で
乱
用
者
が
増

そ
し
て

え
た
の
は
、
暴
力
団
関
係
者
な
ど
の

H

特
殊
な
H

人
た
ち
ば
か
り
で
は
な

く
、
主
婦
や
少
年
、
ト
ラ

ッ
ク
の
運

転
手
な
ど
、
ご
く

般
の
人
た
ち
に

ま
で
覚
せ
い
剤
が
侵
透
し
は
じ
め
た

の
が

一
つ
の
要
因
に
な

っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

覚せい海j違反検挙者数の推移

20，00' 
IS，OO 

15，0。

別図

覚
せ
い
剤
は
誤

っ
た
使
い
方
を
し

ま
す
と
、
個
人
に
と

っ
て
だ
け
で
な

く
、
社
会
に
も
測
り
知
れ
な
い
害
悪

を
も
た
ら
す
危
険
な
薬
で
す
。55 50 45 

の
職
場
改
善
を
行
う
事
業
主
に
対
し

そ
の
資
金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。

4 

」
れ
ら
の
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
県
職
業
安
定
課
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

集
団
面
接
選
考
会
な
ど
も
開
催

こ
の
よ
う
に
、
国
や
県
で
は
中
高

年
齢
者
と
心
身
障
害
者
の
み
な
さ
ん

が
就
職
で
き
る
よ
う
に
、
各
種
の
助

成
や
融
資
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
ほ
か
心
身
障
害
者
は
九
月
、
中
高

年
齢
者
は
十
月
と
そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用

」
れ
を
使
う
と
眠
け
や
疲
労
が
と

れ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
が
、

こ
れ
は
覚
せ
い
剤
の
も
つ
中
枢
神
経

興
奮
作
用
に
よ
る
も
の
で
、
実
際
に

被
労
が
回
復
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
薬
が
き
れ
る
と

前
に
も
増
し
て
激
し
い
被
労
に
お
そ

わ
れ
、
こ
れ
か
ら
逃
が
れ
る
た
め
に

ま
た
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

」
れ
ら
の
く
り
返
し
に
よ

っ
て
使

用
量
も
増
え
焦
燥
感
、
不
安
、
被
害

妄
想
な
ど
の
中
毒
症
状
が
あ
ら
わ
れ

ま
す
-
そ
し
て
、
こ
れ
が
殺
人
や
放

火
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
み
な
さ

ん
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
例

を
い
く
つ

か
あ
げ
て
み
ま
す
と
:
:
:
。

令

自
分
が
殺
さ
れ
る
と
妄
想
し
、

居
合
せ
た
知
人
を
殺
傷
し
た
例
。

妻
が
浮
気
し
た
と
思
い
込
み
、

そ
の
相
手
と
考
え
た
友
人
と
妻
を

焼
き
殺
し
た
例
。

家
に
電
波
が
当
る
と
い
う
妄
想

か
ら
家
に
放
火
し
た
例
。

家
族
が
自
分
を
罪
に
お
と
し
入

や令や
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
被
害
妄

想
か
ら
、
家
族
に
刀
剣
で
切
り
つ

す
た
列
o

f
--

一，
，4
1

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

促
進
月
間
を
設
け
て
、
集
団
面
接
選

考
会
な
ど
各
種
の
催
し
を
行

っ
て
い

ま
す
。

(別
表
)

事
業
主
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

覚
せ
い
剤
を
使
い
続
け
る
と
、

行
動
や
身
体
に
次
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
ζ
わ
れ
ま
す。

腕
や
も
も
に
注
射
の
あ
と

が
あ
る
。

注
射
器
や
白
い
紛
な
ど
を

も
っ
て
い
る
。

怒
り
っ
ぽ
く
な
り
、
突
発

的
な
乱
暴
を
は
た
ら
く
。

一

貫
性
の
な
い
奇
妙
な
言
動
が
・

み
ら
れ
る
。

シ
ャ
プ
、
ヤ
ク
、
ネ
夕
、

ポ
ン
な
ど
の
隠
語
を
使
う
。

5 

覚
せ
い
剤
の
売
買
に
は
、
暴
力
団

が
介
在
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
薬
は

疲
れ
に
と
て
も
よ
く
効
く
」
と
か

「
強
精
剤
」
な
ど
言
葉
た
く
み
に
中
毒

者
を
つ
く
り
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
の
恐
ろ
し
き
が
わ
か

っ

た
ら
、
大
切
な
家
族
の
た
め
に
も
、

あ
な
た
は
誘
惑
に
の
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
下
さ
い
。



県政モニター

よく観光開発が行われている 9(6%) 

-， 

県
政
モ
ニ
タ
ー
ア

去
る
七
月
、
県
で
は
第

一
回
目
の

こ
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
県
政
に

す
る
事
が
ら
に
つ
い
て
年
数
回
、

ン
ケ

l
卜
調
査
を
し
た
り
、
県
政

対
す
る
生
の
声
を
お
聴
か
せ
い
た

を
行
い
ま
し
た
。

ン
ケ

l
ト
調
査

だ
く
も
の
で
す
。

」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
こ
れ

〔職員の応対について〕
関ア

県庁や県の出先機関 (県税事務所、保健所、試験場など)

に用事があ って行かれたり、電話をされたことがあります

か。

〔ふるさと富山県の観光について〕

あなたは、地域の観光につい

てどう思いますか。

口
口あなたは、観光についてどのようなご意見をお持ちですか。

次のうちから 3つ以内で選んでください。

ま
で
年

一
回
行

っ
て
き
た
「
県
政
世

論
調
査
」
と
は
別
に
、
テ
ー
マ
を
し

ぼ
り
、
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
て
ご

意
見
を
お
聞
き
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

現
在
、
各
校
下
に

一
人
ず
つ
を
原

則
に
二
百
五
十
二
人
の
モ
ニ
タ
ー
が

活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
去
る
七

月
に
行

っ
た
第

一
回
目
の
ア
ン
ケ
|

ある 126<.84%) Jない

回日回国国iT(収)
回日臼臼臼IQJ臼

そのときの職員の態度や応対ぶ りについてどう思いまし

たか。

ト
調
査
の
結
果

の
で
、
ご
紹
介

職
員
の
応

2 

ふ
る
さ
と

い
て

3 

警
察
関
係

4 

広
報
公
聴

よい印象をもたなかった 7(6 %) 

非常に悪かった

2 (2 %) 

わからない

1 (1%) 

0働く場も増え、観光に関連する商売もできるので積極的に取り組む

べ きである。

0地域のイメー ジアップにつながる。

0観光施設は、地域住民にと ってもレクリエーションの場と なるのです

すめるべ きである。

0多くの人々と接触でき、見聞を広めることができる。

0富山県のよさを見直すよい機会である。

0地域の経済力が向上し、その結果として地域全体も良くなる。

0交通量が増加し、ゴミなども多くなり生活環境が悪くなる。

0自然がそこなわれるのがいやだ。

0風紀の乱れ、人心の荒廃をまねきやすい。

0良くなるのは観光関連業者だけで、一般の地域住民にはあまりいい結

果は期待できなしE。

0その他

50 

84 

51 

76 

100人

が
ま
と
ま
り

し
ま
す
。

対
に
つ
い
て

富
山
県
の
観

に
つ
い
て

活
動
に
つ
い
て ま

し
た

県
政
モ
ニ
タ
ー

百
五
十
二
人

光
に
つ

セバ
τl 

百
五
十
人

五
九

・
五

白

普通であった

63 (50%) 0不良少年のたまり場などの街頭補導

を強化する。

0少年非行の実態などをもっと県民知

らせる。

0家出少年の発見保護活動を強化する。

0暴走族の取り 締りを強化する。

0ピ、ニール本やピンクサロ ンなどの取

り締りを強化する。

0少年相談活動を強化する。

フ

100人

102 

57 

〔警察関係について〕

少年の非行を防止する

ために、警察に特に力を

入れてほしいと思うこと

を次の中から 2つ選んで

ください。



知っていてもいいたくない
1 (1%) 

あとがこわいのでいいたく
ない 1 (1%) 

るよきくし見て聞い 見てと聞いきるどききし 知るきとカがしっマ見なたて鯖いこい 知回?らこなか
区 分

無つ 答

1 こんにちは富山県です4 17人(11%)88人(59%)24人(16%)21人(14%)

2 お知らせ (北日本テレビ) 17(11) 92 (61) 17 (11) 24(17) 

3 110万人のひろば 7( 5) 68 (45) 39 (26) 36(24) 

4 お知らせ (総合テレビ) 46(31 ) 66 (44) 14 ( 9) 24(16) 

5 みんなの県政 20( 13) 84 (56) 19 (13) 27(18 ) 

6 県からのお知らせ 17( 11 ) 91 (61) 21 (14) 21 (14) 

? みんなの県政特集号 11( 7) 37 (25) 23 (15) 79(53) 

8 県広報とやま 67(45 ) 47 (31) 20 (13) 16(11) 

9 グラフみんなの県政 29(19) 44 (29) 21 (14) 56(29) 

10 県政唄萄 1( 1) 5 ( 3) 43 (29) 101(67 ) 

11 点字広報「みんなの県政J 1(1) 2 ( 1) 28 (19) 119(79) 

12 湾の広報「みんなの県政」 2( 1) 17 (11) 29 (19) 102(69) 

13 おパFわン知たフくらレしせνたNK 卜ちfHNとのや郷K8直まラJ禦ジFの県オ澱姿あ3A浴liJ 
34(23 ) 54 (36) 18 (12) 44(29) 

14 36(24) 68 (45) 18 (12) 28(19 ) 

あなたは、犯罪を見たり聞いたりし

たときにどうしますか。次の中からひ

とつ選んでFください。

家族などに相談してから
決める 8 (5 %) 

〔広報公聴活動について〕

文
土

+
@
十

-一刈とち

事

手
j

ケズ

供

沖
子

中
た

す

れ

わ

訪

交
を

を

庁

葉

i
l
l
s叩

県
吾
一
回
・
閉
園
開

県では「県民に向って聞かれた県政」を推進するために広く県民の

方々と接し、その声に耳を傾け、県政に対する意見、要望などを県政

に反映するため、次のような公聴活動を行っています。

これらについて、あなたは知っておられますか。また、参加(利用)

されたことがありますか。

区 分 知っている
前孟~諸Á(ÁJ)君

(人)

1 知事と語るつどい 135(90%) 17 

2 一日所長 125(83) 2 

3 県政パス教室(県lJ¥政中学パ生ス教パ室ス教室 物親価子パパスス教教室室) 136(91) 41 

4 県民相談室 117(78) 

5 県政世論調査 77(51 ) 

県では、県民のみなさんに μ今、何

をしようとしているのかH また μ現在

{可を しているのかN などを知っていた

だくために、広報活動を行っています。

ご覧になったり 、お聞きにな ったりし

たことがありますか。

4( 3) 

ヤ--二一千二-干ー
，.--ー一一一一一---..._
すか
るらな
こ札お
と状
にと応
な記募
つ念者
て品全
いを員
まおに
す贈知

り事
'-一一一一一_./

県
a

つ
く
り
は
県
民
自
ら
の
手
に

よ
っ
て
H

と
い
う
考
え
で
、
県
で
は

七
月

一
日
か
ら
み
な
さ
ん
の

H

知
恵
H

や

4
ナ
を
募
集
し
ま
し
た
。

こ
の
「
県
民
の
知
恵
募
集
L

は、

置
県
百
年
(
昭
和
五
十
八
年
)
の
記
念

事
業
や
、

二
十

一
世
紀
を
見
通
し
た

活
力
あ
る
総
合
計
画
。
つ
く
り
に
、
み

な
さ
ん
に
も
積
極
的
に
加
わ

っ
て
い

た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
提
案
件

数
に
し
て
八
百
三
十
五
件
も
寄
せ
ら

±
4
F
f
u
h
~

。

内
訳
け
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が

こ
れ
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
よ
う
に
、

職
業
別
、
地
域
別
に
み
て
も
、
非
常

に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
し
、

年
齢
の
面
で
も
十
歳
か
ら
七
十
四
歳

ま
で
ま
ん
べ
ん
な
く
知
恵
を
い
た
だ

き
C
宇
品
?
し
七
ん
。

笠~
亡コ

こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
こ

の
貴
重
な
州
知
恵
H

や
内
声
山
を
、
こ
れ
か
ら
の
県
政
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

回無「知らなしiJ又は

(提案総数 835件)「県民の知恵」応募結果

域

-置県100年記念事業関係

.総合計画関係

・事務改善

・そ の 他
わからない
10 (7 %) 

県政の動き、県からのお知らせなど、

県政に関する情報は、県が行っている

広報活動のほかに各新聞社、テレビ局

などへの情報提供を行って、みなさん

に知っていただくようにしていますが、

あなたはどう，思いますか。

ア
イ
デ
ア
続
々
八
三
五
件「

県
民
の
知
恵
」

募
集

J3U 

イキ

833 

87 

383 

65 

141 

17 

140 

2 

地

-県内

新川地区

富山 チ

射水 チ

高岡 チ

氷見 。

砺波 0

・県 タ卜
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Q 

宅
地
を
買
う
話
が
不
動
産
屋
と

Q 

届
け
出
を
し
な
か

っ
た

ら

?

の
間
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
契
約
前

に
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
聞
い
た
の
で
す
が
。

A 

一
定
の
面
積
を
超
え
る
土
地
を

届
け
出
は
、
売
り
主
と
買
い
主

が
連
名
で
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前

A ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
を
し
な
い
と
罰
せ
ら
れ
る

ほ
か
、
税
法
上
の
特
典
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Q 

価
格
の
目
安
は
?

売
買
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の

予
定
価
格
を
知
事
に
届
け
出
て
、
審

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
土
地
の
投
機
的
な
取
り

引
き
や
地
価
の
高
騰

(
と
う
)
を
抑

え
る
た
め
、
国
土
利
用
計
画
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

Q 

屈
け
出
が
必
要
な
面
積
は
・

A 

届
け
出
を
受
け
た
知
事
は
、
価

A 

そ
れ
は
次
の
と
お
り
に
な

っ
て

格
が
高
す
ぎ
な
い
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
目
安
と
な

る
の
は
地
価
公
示
(
四
月
一日
公
表

と
地
価
調
査
(
十
月

一
日
公
表
)
で

す
。

Q 

分
譲
住
宅
の
場
合
に
も
届
け
出

い
ま
す
。

-
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
市
街
化
区

域
内
で
は
:
:
:
二
千
平
方

M
以
上

.
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区

域
内
で
は
・
・
・・・・
五
千
平
方

M
以
上

.
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で
は

-
一
万
平
方

M
以
上

ま
た
、
個
々
の
売
買
面
積
が
小
さ

く
て
も
、
合
計
す
る
と
右
の
面
積
以

上
に
な
る
場
合
(
例
え
ば
、
宅
地
を

区
画
割
り
し
て
売
買
す
る
宅
地
や
山

林
の
分
譲
地
)
も
届
け
出
が
必
要
で

す
。

が
心
要
で
す
か
?

宅
地
分
譲
や
建
売
分
譲
の
場
合

に
は
、
届
け
出
に
代

っ
て
分
譲
業
者

A 

一一一
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去
る
七
月
十
八
日
に
発
足
し
た
県

立
近
代
美
術
館
の
友
の
会
「
富
山
近

美
友
の
会
」
は
、
美
術
を
愛
し
、

美

術
の
鑑
賞
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
よ

う
と
す
る
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

こ
の
友
の
会
で
は
、
講
演
会
や
講

座
を
は
じ
め
美
術
の
見
学
会
、
鑑
賞

会
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
が
、
会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
美

術
館
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
会
し
ま
す
と
、
次
の
特

典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

。
特
別
企
画
展
へ
、
年

一
回
無
料

招
待
。

。
そ
の
他
の
展
覧
会
鑑
賞
に
つ
い

て
の
優
待
。

。
加
。 美

術
館
主
催
の
行
事
A.. 

優
先
参

。
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
「
ど
お
む
L

の
無
料
配
布
。

図
録
な
ど
の
割
引
購
入
。

。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

美

術
館
の
受
付
に
あ
る
入
会
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
年
閉
会
費
二
千
円
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
富
山
県
立

近
代
美
術
館
普
及
課
へ
お
問
い
合
せ

あなたもfZミ、
「ふれ』あiれの輸」の4中に

¥¥.¥¥¥.迄β勿う'1
若人芝ちの広場が開催されます。

場るィ
が郷パ十
開土ルー
催を '81 月
さ拓 H に

れ(をは
まひテ〉
すら|玄
。)マ Y

くにぷ
右フ
人活ェ
の力ス
広あテ

」
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
県
内

の
青
少
年
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
み
な

く
だ
さ
い
。

宮
富
山
幻

l
7
1
1
1
(
内
線
お
)

さ
ん
が
中
心
に
な

っ
て
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
自
分
た
ち
の
手
で
企
画

運
営
す
る
も
の
で
す
。

県ル
内 '81 現
の実在
若行ベ
者委ふ
が員れ
一 会あ
堂」い
にカf フ

す成ス
るさテ
ふれイ
れてパ

ふれあいフェスティバル， 81企画一覧

あ
い
の
場
ゃ
つ
く
り
に
懸
命
で
す
が

こ
れ
ま
で
に
別
表
の
よ
う
な
企
画
が

練
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
画
を

希
望
す
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
は
、
下

記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

O
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
別
実

行
委
員
会

富
山
市
安
住
町

9
1
2

宮
富
山

4
1
9
6
3
1

O
県
庁
婦
人
青
少
年
課

富
山
市
新
総
曲
輪

1
|
7

宮
富
山
出

|
4
1
1
1

が
事
前
に
価
格
調
査
を
受
け
て
販
売

す
る
方
法
ー
ー
ー
こ
れ
を
「
事
前
確
認

制
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
i
ー
ー
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
個
々
の
区
画
の

売
買
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
届
け

出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
事
前
確
認
制
に
よ
る
価
格
審

査
を
受
け
た
宅
地
分
譲
広
告
に
は
、

通
常
「
事
前
確
認
済
で
す
。
」
な
ど
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
注
意
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
山
林
の
分
譲
の
場
合
は
、

こ
の
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
購

入
者
は
分
譲
業
者
と
と
も
に
届
け
出

10  

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。

* 

* 

土
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、
届
け

出
が
必
要
な
面
積
か
、
事
前
確
認
の

手
続
が
と
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
を
よ

く
確
め
て
か
ら
契
約
す
る
こ
と
に
し

キ
ナ
し
よ
エ
ノ
。

届
け
出
や
確
認
に
つ
い
て
く
わ
し

く
は
、
市
役
所
ま
た
は
町
村
役
場
、

県
庁
の
土
地
対
策
課
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

県
庁
土
地
対
策
課

宮
富
山
泊

|

4
1
1
1

4 

日 時 行 事 lz〉z、 場 内 dノι、守J 、

知事と語る会、 l坪 ショップ、伝承あそび、

11月 1日
ふるさと芸能、人形劇、野外コンサート 、

ふれあいフェスティパル 富山城祉公園 アマチュア無線、ラジコンスピード競技、宝

9 : 30~ 16 : 00 さがしゲーム、語らいコーナー， SL 汽車試

乗、うで試しコーナ一、献血コーナーなど

11 月 14~ 15 日 自己開発セミナー 砺波青少年の家

11 月 21 ~ 22 日 イシ 二上青少年の家

11月15日
外国人による

第 1生命ピル
日本語弁論大会

11月22日 文化と勤労感謝祭 各勤労青少年ホーム

11 月 7~8 日 スクェア ・タゃンス ・クラフー 興人会館・立山荘など

11月27日
県下の若者が一堂に会し、講演会や討論会を

青春討論会 教育文化会館大ホール 通ヒてさまざまな生き方や、青少年団体・サ l 

18 : 00~21 : 00 
クjレ活動の役割などについて共に語り学ぶ。

守q
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b
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庄
川
町

三
段
の
滝
、
湯
谷
川
の
上
流
二
J
げ
の
牛
窓
の
中
腹
-

か
か
る
高
さ
約
二
十
げ
の
滝
が
三
段
に
分
か
れ
、
ま

リ
の
木
の
葉
を
ゆ
る
が
す
さ
ま
は
壮
観
で
す
。

全
長
十
四
・
七
J
げ
で
歩
<
時
闘
が
約
五
時
間
三
弐

休
息
時
間
を
含
め
て
七
時
間
で
一
周
で
き
ま
す
。
ま
h

二
本
杉
ま
で
車
を
利
用
す
れ
ば
、
約
三
時
間
で
一
周
ポ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

白
川
凶

湯
(
〈
口
温
泉
|

|
鉢
伏
山
|

|
二
本
v
ヤ
|

|
牛
獄

頂
上
|

|
ヒ
ュ
ッ
テ
l

l

小
牧
ダ
ム

口
問
日
凶

鉢
伏
山
、
標
高
五
百
十
抗
、
そ
の
昔
越
中
の
守

護
神
と
し
て
山
頂
に
鉢
を
伏
せ
て
祈
願
し
た
と

伝
え
ら
れ
、
鉢
を
伏
せ
た
よ
う
な
美
し
い
形
の

山
で
す
。

山
頂
に
立
て
ば
、
眼
下
に
砺
波
散
居
の
全
景

、が
手
に
と
る
よ
う
に
眺
め
ら
れ
ま
す
。

ヒュッテ

(ボ
翁
)
〉-
N

主要区間の距離・所要時間
.2K (告書分) ム牛滋頂上 2.4K (音寺分)

玖8;ヤ〆a

、二'iJ)

本
杉

長
崎
岬
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド

A
Hザ

至
山
田
村

牛
獄
ふ
る
さ
と
歩
道

町
の
大
半
が
県
定
公
園
に
な
っ
て
い
る
東
砺
波
郡

庄
川
町
は
、
女
性
美
を
誇
る
庄
川
狭
の
優
れ
た
景
観

や
温
泉
郷
の
静
け
さ
を
求
め
て
、
数
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
庄
川
町
の
新
し
い
観
光
地

〈
牛
獄
ふ
る
さ
と

歩
道
〉
を
散
策
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
小
牧
ダ
ム
、

鉢
伏
山
を
起
点
に
牛
獄
(
標
高
九
百
八
十
七
げ
)
を

一
周
す
る
十
二
・
七
J
げ
は
、
優
れ
た
自
然
や
史
跡

に
め
ぐ
ま
れ
、
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
の
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
に
最
適
で
す
。
ふ
る
さ
と
歩
道
は
、
コ
ー

ス
の
特
徴
や
所
要
時
聞
か
ら
〈
湯
(
〈
ロ
川
渓
流
コ
ー
ス
〉

と

〈
鉢
伏
長
峰
パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
〉
に
分
れ
て
い
ま

す
。全

長
七
キ
ロ
げ
で
歩
<
時
間
、
が
約
四
時
間
、
休
息
時

間
と
山
頂
か
ら
の
な
が
め
を
楽
し
む
時
間
を
入
れ
て

約
五
時
間
で
す
。

小
牧
ダ
ム
|

|
牛
窓
ヒ
ュ
ッ
テ
|

|
牛
獄
頂
上
|

二
本
杉
|

|
三
段
の
滝
|

|
小
牧
ダ
ム

EE庄川市衡を経て砺i良市

(国道156号線)

庄
川
の
ア
ユ

庄
川
町
は
、
ア
ユ
を
は
じ
め
と
し
た
川
魚
料
理
で

も
有
名
で
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
塩
焼
き
が
な
じ
み

深
い
料
理
法
で
す
が
、

一
風
愛
っ
た
も
の
と
し
て
ア

ユ
の
「
か
す
漬
け
」
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
。
年
間

を
通
じ
て
渓
流
の
味
覚
を
楽
し
め
る
こ
の
料
理
、
川

沿
い
の
温
泉
旅
館
な
ど
で
お
試
し
く
だ
さ
い
。

※

先

月
号
に
掲
載
し
た
黒
部
市
の
地
酒
の
名
称
の
う
ち
、

御
園
晴
は
皇
国
晴
、
八
桜
は
八
ツ
桜
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

1 2  13  



芳
じ
ゅ
ん
な
香
り
と
独
特
の
昧
の
水

島
柿
を
作
り
だ
し
た
。

水
島
柿
は
新
湊
市
七
美

・
片
口
を

栽
培
は
今
か
ら

百
年
前
の
安
永

中
心
に
射
水
郡

一
帯
に
広
く
作
ら
れ
、

中
で
も
富
山
新
港
背
後
地
に
あ
た
る

七
美
地
区
で
は
、
ど
の
農
家
に
も
た

く
さ
ん
の
柿
が
植
え
て
あ
り
ま
す
。

年
間
に
始
ま
っ
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
七
美

・
片
口
で
三
千
二
百

本
の
木
が
数
え
ら
れ
古
木
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。
米
の
凶
作
の
年
に
は
、

農
家
の
生
活
を
支
え
る
役
割
も
果
た

か
つ
て
放
生
津
潟
の
湖
底
で
あ

っ
た

こ
の
地
方
は
、
よ
い
土
壌
と
豊
富
な

富山県少年少女(高藷おの見聞録

北方領土は確かに日本の領土でした

し
て
き
ま
し
た
。

t¥;ごい泌総
.. 新湊市七美の水島柿

V大門町市山井の温室ぶどう

女らが、いま、目のあたりにその~t

方領土を確かめようと出発したので

あります。

黒部市から根室まで、長い長い汽

車の旅。 しかし、若さは疲れも見せ

ず、根室の中学生らと歓談し、北方

領土をその目で確かめ、 と島を返せと

と熱叫する皆さんと呼応し、北方領

土返還への情熱を心に秘めて、 7日

6泊の旅を終えたのであります。以

下その見聞録を。

( ~I 半者 ) 新湊市rh民自民主幹j知県、敬子 ・烈古1;

けd安井中教諭善 BJ信二 -県広報課主事紙谷h~在

なお、黒音1)市が根室市と姉妹都市

を結んでいるところから、第 4回派

遣団員として次の諸君も同行。

藤森信治君 (黒部市立桜井中 3年)

横山小百合さん(黒部市立鷹施中 3年)

漆間博紀君 (黒部市立高志野中3年)

昭和20年 9月3日、突如ソ連軍の

北方領土占領により、命からがら憶

い出多い歯舞群島 (富山県関係者の

殆んどは、この群島の島々で生活を

していた)等から引き揚?げてきたこ

とを、祖父や父に 。 あるいは~t洋j魚

業に従事してきた肉親から、北方領

土のすばらしさを聞いている少年少

去る 7月30日、黒部駅から北海道

向けて出発した中学生がありました。

「北方領土をし っかり見てこいよ」

と見送りの方々に励まされた一行の

目は輝いていました。

第12回富山県北方制土復帰促進少

年少女北海道派遣団員として、期待

を胸にふくらませるこの中学生らは

菓子和江さん(新湊市立奈呉中 3年)

高井加代さん ( // ) 

飯沢芳幸君 (入善町立西中 3年)

横田一美さん(魚津市立東部中 2年)

魚谷明美さん(黒部市立高志野中 3年)

板倉修君( ク ) 

」
の
柿
は
十
月
に
収
穫
し
て
富
山

市
場
に
出
街
さ
れ
る
ほ
か
、
贈
答
用

と
し
て
関
東
方
面
に
も
送
ら
れ
て
い

ま
す

七
美
地
区
で
は
伝
統

い
宇
品

あ
る
郷
土
の
昧
を
さ
ら
に
ふ
や
す
た

め
、
水
島
柿
の
苗
木
作
り
に
精
を
出

し
て
い
ま
す
。

温
室
ぶ
ど
う
マ
ス
カ

ッ
ト
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ア
は
、
淡
黄
色
で
大
粒
な

の
が
特
徴
で
す
。
芳
香
高
く
品
質
極

上
の
最
高
級
品
種
で
あ
る
が

フ
卜
生
ま
れ
の
こ
の
品
種
は
、
温
室

で
な
い
と
温
度
不

足
の
た
め
に
実
が

つ
き
ま
せ
ん
。

マ
ス
カ

ッ
ト
ア

レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア

と
い
え
ば

れ

特
産
リ
ん
ご
の
妥

結有意
バ
ソ
ん
ご
の
史

ぶ
ど
う
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

カ
ッ
ト
は
八
月
上
旬
か
ら
九
月
末
に

こ
と
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
り
ん
ご
栽

マ
ス

培
を
始
め
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
戦

戸

が

ガ
フ

ス
室

手v魚津市吉島の加積リンゴ

七
棟
で
4日
(1lI1 

室

ま
で
岡
山
産
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
四
十

年
に
大
門
町
市
の

井
の
農
家
二
十
七

エ
一ン

か
け
て
熱
し
、
温
室
い

っ
ぱ
い
に
香

気
を
漂
よ
わ
せ
、
高
岡
、
富
山
市
場
に

出
荷
さ
れ
ま
す
が
、
県
内
産
の
新
鮮
な

ぶ
ど
う
と
し
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

加
積
の
り
ん
ご
は
明
治
三
十
八
年

に
導
入
さ
れ
、
七
十
余
年
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

の
た当
め時
しこ
ぱの
し地
ば方
か・の
ん・稲
ば・は
つ・用
に水
悩不
ま足

さ
れ
、
作
柄
は
不
安
定
で
し
た
。
し
か

し
、
屋
敷
内
の
柿
は
毎
年
よ
く
育
つ

時
中
の
食
糧
増
産
で
強
制
伐
採
さ
れ

た
り
ま
た
多
く
の
気
象
災
害
を
克
服

1 4  

し
な
が
ら
今
日
に
至

っ
た
わ
け
で
す
。

加
積
り
ん
ご
の
中
心
地
吉
島
で
は

三
十
三
戸
で
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
り

ん
ご
を
作
り
、
出
荷
は
七
月
中
旬
の

青
り
ん
ご
に
始
ま

っ
て
高
級
品
種
ふ

じ
の
十
二
月
上
旬
で
終
り
ま
す
。

栽
培
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
ふ
じ

は
大
粒
で
甘
味
が
多
く

そ
の
特
有

の
芳
香
で
品
質
全
国

一
と
の
折
り
紙

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ま

加
積
の
農
家
で
は
さ
ら
に

量
産
し
よ
う
と
高
度
な
技
術
導
入
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

富
山
県
北
方
領
土
復
帰
促
進
協
議
会

北
方
領
土
復
帰
促
進
営
立
派
遣
団
に
参
加
レ
て

ま
ず
北
方
領
土
の
理
解
か
ら

納
沙
布
岬
。
日
本
本
土
で
最
も
東

の
地
。
眺
め
る
渋
色
に
は
、
海
に
浮

か
ぶ
島
々
、
北
方
川
島
が
、

必
ず
入

っ
て
き
ま
す
。
自
然
が
豊
か
だ
と
聞

魚
津
市
立
東
部
中
学
校

二
年

ん
な
私
の
目
の
前
を
、

き
ま
す
。

い
っ
て
み
た
い
な
あ
。
そ

ソ
連
の
巡
視

船
、が
、
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
北
方
領
土
返
還
要
求
恨

捜強，

羊
一

ラ
同

り
ク
一

乗
を
子

に
中
男

ス
の
た

パ
雨
つ

覧

立

遊
着
に

内
到
前

市
に
の

幌
丘
像

札
ケ
ク

企...黒部市と根室市は姉妹都市 根室
市庁舎前の記念碑を背に思い出の
記念撮影

横

田

美

室
市
民
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
初

め
は
少
な
か

っ
た
人
数
も
少
し
づ
っ

増
え
て
き
ま
し
た
。
お
年
寄
り
、

J
T
J

供、

学
生
と
、
そ
の
年
代
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
後
で
聞
く
と
二
千
人
が
参

加
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
根
室
で
は
、

今
年

一
番
の
暑
さ
の
中
、
演
説
は
続

キ
C

キ
A
m
f
u
'に
。

守5

うに
オミ=

約
に八
よ E
り丘

年
択
促日
島時
と通
得;女子
撫J宅
島 l

田の )

聞
を
日
.蕗
の
国
境
と
決
め
、
こ
こ
よ

り
以
南
は
、
日
本
の
領
土
と
な

っ
て

い
る
は
ず
な
の
で
す
。
し
か
し
、
今

現
在
、
北
方
四
島
は
、
兵
力
に
よ

っ

て
、
ソ
連
が
、
不
法
占
領
し
て
い
る

の
で
す
。
島
に
い
た
人
々
は
、
日
本

へ
送
り
返
さ
れ
、
今
、
四
島
に
は
、

一
人
の
日
本
人
さ
え
い
ま
せ
ん
。
私

は
、
根
室
へ
向
か
う
汽
車
の
中
、
引

揚
者
の
人
に
会
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「も
ど
れ
る
こ
と
な
ら
、
今
す
ぐ



に
で
も
島
へ
帰
り
た
い
。
」

そ
う
語
る
一
言
葉
の

一
つ
一
つ
に
は

島
を
な
つ
か
し
む
と
い
う
思
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

私
達
、
派
遣
団
は

」
う
見
て
き

た
の
で
す
が

も
う

つ
気
付
い
た

点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
返
還
要

求
運
動
の
様
千
で
す
。
ま
ず

根
室

市
役
所
、
道
庁
へ
行

っ
て

法
U
、h
ノつ

た
北
方
領
土
に
つ
い
て
の
資
料
、
そ

心
を

北
方
領
土
:
:
:
そ
の
名
前
、
そ
の

も
の
が
私
た
ち
に
と

っ
て
、
近
よ
り

が
た
い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
七
月
三
十
日
J
八
月
四

日
に
行
わ
れ
た
、
北
方
領
土
復
帰
促

進
少
年
少
女
北
海
道
派
遣
団
員
と
し

て
北
方
領
土
を
視
さ
っ
し
て
き
て

多
く
の
人
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
話

映
画
、
資
料
な
ど
を
み
た
り

き
い

た
り
し
て

私
た
ち
に
と

っ
て
も
近

い
も
の
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

八
月

一
日
根
室
市
の
各
中
学
校
の

人
達
と
の
話
の
中
で

あ
る
中
学
校

で
は

ク
ラ
ブ
活
動
で

北
方
領
土

聞
い
た
。
こ
の
日
も
ぼ
く
た
ち
は
、

ソ
連
の
監
視
船
を
見
た
。
い
や
、
見

る
事
を
さ
け
ら
れ
な
い
の
だ
。
船
に

は
、
い
く
つ
も
の
鏡
、
が
備
え
て
あ

っ

企地元中学生と共に納沙布岬に立ち記念撮影
このあと北方館々長の案内で望郷の家を訪問

た
。
そ
れ
を
見
て
、
今
ま
で
よ
り
も
、

も
っ
と
ソ
連
に
対
す
る
憎
し
み
が
高

ま
っ
て
き
た
。

そ
う
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
根
室

市
中
学
生
と
の
意
見
交
歓
会
が
始
ま

っ
た
。
話
し
に
よ
る
と
根
室
市
の
あ

る
中
学
校
で
は
、
郷
土
研
究
ク
ラ
ブ

と
い
う
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
て
、
北
方
領

土
の
地
図
や
資
料
を
作
っ
て
学
ん
で

い
る
そ
う
だ
。
根
室
市
で
は
、
北
方

の
多
い
こ
と

重
く
て

持

っ
て
帰

る
の
が
い
や
に
な
る
ほ
ど
あ
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー

北
方

領
土
返
還
の
よ
び
か
け
が
入

っ
た
マ

ッ
チ
箱
、
割
り
ぱ
し
の
袋

ル
」
久
ノ
久ノ

」
ん
ぶ

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
本

当
に

」
れ
に
は
驚
き
ま
し
た
。

」
こ
北
海
道

特
に
根
室
市
で

」
ん
な
に
も
盛
ん
な
こ
の
運
動
、
全

国
に
広
が

っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。

つ
に
ま
と
め
て
ソ
連
に

新
湊
市
立
奈
呉
中
学
校

年

の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
し
ら
べ
て
い

る
と
き
い
て

中
学
生
で
も

北
方

領
土
の
こ
と
に
つ
い
て
、
感
心
を
も

っ
た
り
し
て
い
る
人
が
い
る
の
だ
な

ぁ
、
と
思
い

他
の
中
学
生
も
、
や

っ
て
み
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

ノ
サ

ッ
プ
岬
で
、
岩
に
「
島
を
返

「
あ
あ
、
見
え
る
。
見
え
る
。」

思
わ
ず
ぼ
く
は
、
叫
け
ん
で
し
ま

っ

た
。
こ
こ
は
根
室
半
島
、
納
沙
布
岬

領
土
返
還
運
動
が
若
い
世
代
か
ら
な

さ
れ
て
い
る
。
あ
る
資
料
で
こ
ん
な

こ
と
の
書
い
て
あ
る
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
『
北
方
領
土
返
還
運
動
に
必

要
な
力
は
、
中
学
生
、

小
学
生
、
あ

る
い
は
幼
ち
園
の
若
い
世
代
の
力
が

必
要
な
の
で
す
。』

と
。

ま
た
、
根
室
市
に
来
て
と
て
も
目

に
つ
く
の
は
『
島
を
か
え
せ
』
な
ど

と
い
う
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
。
お
ど
ろ

い
た
こ
と
に
、
茶
碗
や
マ
ッ
チ
、
ノ

レ
ン
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
生
活
用

具
に
も
北
方
領
土
返
還
運
動
が
叫
ば

れ
、
心
を
引
き
つ
け
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

つ
、
ぎ
に
ぼ
く
た
ち
は
、
と
き
わ
台

公
園
へ
行
っ
て
北
方
領
土
返
還
要
求

根
室
市
民
大
会
に
参
加
し
た

D

こ
の

日
は
北
海
道
で
は
珍
し
く
気
温
が
三

十
度
近
く
と
な
っ
た
。
暑
い
中
で
根

室
市
民
の
沢
山
の
人
々
が
集
ま
り
、

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
力
強
い
演
説

が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
今
で
も
脳
裏

に
は
っ
き
り
と
次
の
言
葉
が
焼
き
付

い
て
い
る
。
『
北
方
領
土
に
対
す
る

世
論
の
統

一
が
ほ
し
い
。
』

と
。い
ま

ま
で
の
運
動
状
態
は
、
根
室
市
だ
け

の
力
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
年
か
ら

多
八
刀
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
北
方
領

土
の
面
積
、
本
土
か
ら
の
距
離
、
そ

し
て
、
ど
の
よ
う
な
島
・
な
の
か
ま

っ
た
く
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
だ
か
ら

ま
ず

理
解
し

て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
次
代
へ
と
つ

た
え
て
下
さ
い
。
百
年
た

っ
て
も
、

返
還
要
求
の
熱
気
が
、
衰
え
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
・・::
。

古
同

井

円
H
H

h
M
 

代

せ
」
と
白
字
で
書
い
て
あ
り
、
近
く

に
、
日
本
の
国
旗
も
か
い
で
あ
り
、

よ
っ
ぽ
ど
島
を
返
し
て
も
ら
い
た
い

ん
だ
な

と
思
い
ま
た

で
も
こ
の

人
た
ち
の
心
の
苦
し
み
を
だ
れ
が
や

わ
ら
げ
て
く
れ
る
の
か
な
と
思
う
。

あ
の
四
つ
の
島
、
歯
舞
群
島
、
色
丹

返
せ
グ

北
方
領
土

黒
部
市
立
高
志
野
中
学
校

年

に
あ
る
望
郷
の
家
。
そ
こ
か
ら
水
晶

島
、
貝
殻
島
の
灯
台
が
肉
眼
で
は

っ

き
り
と
見
え
た
。
望
遠
鏡
で
見
れ
ば

一一
月
七
日
を
北
方
領
土
の
日
と
し
て

か
ら
、
少
し
ず
つ
そ
の
運
動
が
全
国

的
に
高
ま

っ
て
き
た
よ
う
だ
。
だ
か

ら
も
う
少
し
根
気
強
く
運
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

根
室
が
運
動
の
種
火
と
な
り
、
そ
の

火
を
全
国
に
つ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら

島
、
国
後
島
、
択
捉
島
を
ソ
連
が
も

と
ど
う
り
日
本
に
わ
た
す
と
い
う

と
が
、
全
国
の
人
々
、
特
に
、
引
揚
者

の
人
た
ち
が
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
四
つ
の
島

へ
の
思
い
を
わ
か

っ
て
も
ら
い
た
い

し
、
全
国
の
み
な
さ
ん
に
、
っ
た
え
た

い
気
持
ち
か
ら
、
北
方
領
土
返
還
要

求
根
室
市
民
大
会
が
と
き
わ
台
公
園

で
ひ
ら
か
れ
約
二
千
人
が
参
加
し
、
そ

の
代
表
者
ら
が
、
け
ん
め
い
に
話
し
を

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
言

葉
が
心
に
残
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

」
の
た
め
に
、
み
ん
な
が
大
き
な
声
で

H

島
を
返
せ
μ

の
コ

l
ル
を
し
た
し

れ
だ
け
の
み
ん
な
の
思
い
が
あ
る
の

だ
か
ら
、
ぜ

っ
た
い
か
え
し
て
く
れ
る

と
思
う
。
み
ん
な
が
心
を
一
つ
に
ま
と

め
て
ソ
連
に
ぶ
ち
ま
け
る
よ
う
な
力

を
だ
せ
ば
も
ど

っ
て
き
ま
す
。
何
年
か

か
つ
て
も
い
い
か
ら
と
り
も
ど
そ
う
。

板

/会、

屈

修

水
品
島
が
す
ぐ
手
前
に
あ
り
、
今
に

も
手
に
と
ど
き
そ
う
で
あ

っ
た
。
目(

殻
島
ま
で
は
た

っ
た
の
三

・
七
キ
ロ

な
い
。
微
力
で
も
よ
い
か
ら
国
民
の

一
人

一
人
が
真
剣
に
参
加
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
だ
。

最
後
に
、
国
後
島
、
択
捉
島
、
色

丹
島
、
歯
舞
群
島
の
四
島
か
ら
な
る

北
方
領
土
は
日
本
固
有
の
領
土
だ
。

資
源
は
豊
富
で
、
漁
業
は
も
ち
ろ
ん

今
で
は
沿
岸
で
細
々
と

ぼ
く
は
、
第
十
二
回
北
方
領
土
少

年
少
女
派
遣
団
に
参
加
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
、
印
象
を
受
け
た
。

北
方
領
土
は
、
調
べ
る
と
、

一
番

大
き
な
択
捉
島
は
、
鳥
取
県
と
同
じ

く
ら
い
、
国
後
島
は
、
広
さ
は
佐
渡

島
の
二
倍
の
広
さ
で
す
。

ぼ
く
た
ち
は
、
根
室
の
ノ
サ
ッ
プ

岬
か
ら
、
北
方
領
土
を
見
て
、

一
番

近
い
貝
殻
島
ま
で
わ
ず
か
三

・
七
キロ

で
一
番
遠
い
択
捉
は
百
キ
ロ
と
い
う
ほ

ど
近
い
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
ん
な
に
近
い
距
離
で

も
、
わ
ず
か
一
・
七
キ
ロ
手
前
ま
で
、

ソ
連
の
か
ん
視
船
が
来
て
日
本
の
動

き
を
見
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ
の

様
子
を
見
て
「
な
ん
て
、
む
ご
い
ん
だ

入
善
町
立
入
善
西
中
学
校

ろ
う
。
昔
は
、ず

っ
と
北
方
領
土
の
近

く
の
方
ま
で
行
っ
て
、
仕
事
を
し
て

い
た
の
に
、
今
で
は
沿
岸
で
細
々
と

や

っ
て
い
て
、
あ
の
人
た
ち
の
心
の

中
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
た
。

そ
の
と
き
、
ぼ
く
は
、
こ
の
人
た

ち
の
た
め
に
も
国
民
総
意
で
、
北
方

領
土
を
返
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
た
。

ま
た
、根
室
市
で
の
北
方
領
土
返
還

要
求
根
室
市
民
大
会
で
は
、
出
席
さ

れ
た
各
代
表
の
人
々
が
、
皆
「
北
方
領

土
は
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
、
領
土
を
返
し
て
も
ら
お
う

じ
ゃ
な
い
か
」
。
と
皆
に
よ
び
か
け
た
。

最
後
に
、
「
島
を
返
せ
」
の
合
言
葉
を

コ
ー
ル
し
て
市
民
大
会
は
終
っ
た
。

し
し

加
芯

参
こ

に
と

4
2
u
 

大
H
H

・

民
せ

市
返

室
を

根
島

求、要
に

宮前
一
立
ハ
己
貝

返
と
団

土
民
る

領
市
げ

万
元
あ

北
地
を

メ
ー
ト
ル
。
ぼ
く
は
ゴ一

・
七
キ
ロ
も

な
い
よ
う
に
思
え

北
方
領
土
の
近

か
さ
が
あ
ら
た
め
て
分

っ
た
。
こ
の

北
方
領
土
は
日
本
人
が
開
拓
し
、
ま

1 6  

た
こ
れ
ま
で
日
本
人
以
外
の
人
聞
が

住
ん
だ
こ
と
も

日
本
の
領
土
以
外

の
ど
の
国
の
領
土
で
も
な
い
こ
と
は

は
っ
き
り
と
分

っ
て
い
る
。

し
か
し

」
の
日
本
固
有
の
領
土

で
あ
る
北
方
領
土
に
ぼ
く
た
ち
日
本

人
は
、
住
む
事
も
近
づ
く
こ
と
も
漁

を
す
る
こ
と
ま
た
、
昭
和
五
十

一
年

か
ら
は
北
方
墓
参
も
で
き
な
く
な

っ

て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て

ソ
連
は
毎

日
監
視
船
で
日
本
の
漁
船
が
境
界
線

を
や
ぶ

っ
て
は
い

っ
て
く
る
の
を
警

戒
し
て
い
る
。
日
本
人
の
何
人
も
が

ソ
連
に
よ

っ
て
だ
捕
さ
.
れ
た
こ
と
を

農
業
、
林
業
、
鉱
業
、
畜
産
で
も
十

分
に
生
活
が
で
き
る
。
ま
た
、
面
積

は
千
葉
県
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
。
こ
の

偉
大
な
日
本
固
有
の
島
、
北
方
領
土

を
、
国
民

一
人

一
人
の
力
で
と
り
も

ど
そ
・
フ
。

自反

沢

芳

幸

見
た
様
子
で
は
、
根
室
市
は
、
市

民
が

一
つ
に
な

っ
て
、
北
方
領
土
を

か
え
し
て
も
ら
お
う
と
言
う
い
き
ご

qフ

み
は
、
と
て
も
、
す
ご
か

っ
た
。

道
庁
を
、
ぼ
く
た
ち
は
訪
問
し
ま

し
た
。
道
庁
で
は
、
領
土
本
部
、
北

対
協
、
千
島
連
盟
、
北
方
同
盟
の
代

表
と
懇
談
し
、
今
の
北
方
領
土
に
関

す
る
こ
と
な
ど
話
し
て
も
ら

っ
た
り
、

ぼ
く
た
ち
が
代
表
者
に
北
方
領
土
に

対
し
て
の
意
見
を
言
っ
た
り
し
た
。

根
室
で
見
た
北
方
領
土
や
、
道
庁

で
の
説
明
か
ら
今
の
ま
ま
で
は
、
北

方
領
土
は
、
帰
え
っ
て
こ
な
い
。
だ

か
ら
、
国
民
全
体
が
一
致
団
結
を
し

て
、
こ
の
問
題
に
取
り
く
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。



み
ん
な

根
室
の
市
役
所
で
北
方
領
土
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
私
は
北
方
領
土
の
こ
と
を
よ
く

知
ら
な
か

っ
た
の
で
感
心
し
な
が
ら

聞
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
根
室
市
中

学
生
の
人
と

一
緒
に
パ
ス
に
乗

っ

て
市
内
視
察
を
し
て
い
る
と
き
感
じ

た
こ
と
は
、
向
こ
う
の
人
の
言
葉
が

と
っ
て
も
き
れ
い
な
こ
と
、
そ
れ
と
、

ノ
サ

ッ
プ
岬
か
ら
、
め
っ
た
に
見
れ

な
い
貝
殻
島
が
見
れ
た
の
で
、
と
て

も
感
激
し
た
こ
と
、
そ
れ
と
根
室
市

の
中
学
校
の
人
の
話
で
は
、

学
校
の

ク
ラ
ブ
で
北
方
領
土
問
題
を
取
り
上 生

懸
命
で
し
た

新
湊
市
立
奈
呉
中
学
校

げ
て
い
る
と
い
う
の
で
驚
い
た
こ
と
、

そ
れ
に
、

シ
ン

ボ
ル
像
の
「
四
島
の

架
け
橋
」
が
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い

の
で
と
て
も
残
念
だ

っ
た
。

と
き
わ
台
公
園
の
市
民
大
会
で
は
、

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
に
関
係
の

あ
る
偉
い
人
々
が
、
熱
弁
を
ふ
る

っ

て
い
ら

っ
し
ゃ
っ

た
。
そ
れ
を
、
見

て
い
て
み
ん
な

一
生
懸
命
な
ん
だ
な

と
つ
く
づ
く
思

っ
た
。

北
海
道
庁
で
は
、
北
方
領
土
に
つ

い
て
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

何
人
か
の
人
た
ち
が
、
質
問
を
し
た
。

そ
の
質
問
の
内
容
が
複
雑
だ

っ
た
の

富山県内には、北方領土

返還への悲願をこめて努力

を続け る団体や人々が多数

おら れます。 それは、北

方領土から引き揚げられた

方々が、北海道に次いで多

いからでもありましょうか。

こうした団体やみなさん

と意を同じくする北方領土

問題対策協会富山県推進委

員である宮腰光寛氏 (黒部

市石田)らが発起して、い

ま、北方領土返還促進富山

県民会議を設立しようとい

う動きが始まってい ます。

返還への悲願相
談
室
⑩

問

県
営
住
宅
に
住
み
た
い
と

思
う
の
で
す
が

一
人
暮
ら
し

で
は
入
居
で
き
な
い
の
で
す
か
。

回
答

昭
和
二
十
六
年
に
「
公
営
住

と
い
う
法
律
が
制
定
さ
れ
ま

宅
法
L

し
た
が
、

そ
れ
以
来
、
県
営
住
宅
に

入
居
で
き
る
の
は
同
居
す
る
親
族
の

あ
る
人
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、

」
の
法
律
が
改
正
さ
れ
て
、

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
は
単
身

で
も
入
居
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

1 

県
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を
も

っ
て
い
る
こ
と
。

2 

収
入
が
別
表
の
収
入
基
準
内
で

あ
る
こ
と
。

3 

住
宅
に
困

っ
て
い
る
こ
と
。

4 

次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る

人
で
、

日
常
の
生
活
を
ひ
と
り
で

収入墓準(年間粗収入額〉

0給与所得者の場合

1種住宅(東新庄・太閤山)

157万 2千円以上225万 8千円未満

2穫住宅(海老江)

157万 2千円未満

0事業所得者の場合

別表

で
、
私
は
、
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
で

菓

子

和

江

何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
。

私
は
、
北
方
領
土
復
帰
促
進
少
年

少
女
北
海
道
派
遣
団
と
し
て
北
海
道

ヘ
行
っ
た
。
そ
し
て
、
わ
か

っ
た
こ

と
は
、
「
み
ん
な

一
生
懸
命
、
こ
の
間

や
ら
し
い
オ
ッ
サ
ン
の
話

私
は
北
方
領
土
返
環
運
動
に
な
ぜ

力
を
入
れ
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
わ
か
ろ
う
と
も
し
な
か

っ
た
の
で
す
が
・
:
。
し
か
し
、
北
方

領
土
復
帰
促
進
少
年
少
女
北
海
道
派

遣
団
の

一
員
だ
か
ら
と
思
い
、
ほ
ん

の
少
し
で
す
が
、
勉
強
は
し
ま
し
た
。

で
す
。

け
れ
ど
も
実
感
が
わ
か
な
か

っ
た
の

こ
ん
な
事
は
、
ほ

っ
と
い
て
、
本

題
に
移
ろ
う
。
七
月
三
十
日
の
十
二

時
半
ご
ろ
出
発
し
、
目
的
地
に
つ
い

た
の
が
七
月
三
十

一
日
の
十

一
時
近

く
だ

っ
た
と
思
う
。
途
中
、
足
止
め

を
く
ら

っ
て
、
六
時
間
ぐ
ら
い
汽
車

の
中
に
じ

っ
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
じ
ー

っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
私
に

と
っ
て
ど
ん
な
に
つ
ら
い
こ
と
だ

っ

た
か
。
ね
む
る
に
し
て
も
床
も
か
わ

年
齢
が
男
は
六
十
歳
、
女
は

五
十
歳
以
上
の
人
。

身
体
障
害
者
で
、

で
き
る
こ
と
。

ア

1種住宅

95万円を超え143万円以下

2種住宅

95万円以下

度新東

イ
身
体
障
害
者
福
祉

法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
身
体
上
の
障

害
の
程
度
が

一
級

か
ら
四
級
ま
で
の

人
。

ウ

戦
傷
病
者
で

戦
傷
病
者
特
別
援

護
法
の
規
定
に
よ

る
身
体
上
の
障
害

の
程
度
が
、

法
の
特
別
項
症
か

黒
部
市
立
高
志
野
中
学
校

り
、
す
わ

っ
た
ま
ま
だ

っ
た
の
で
「
目

を
つ
ぶ
っ

て
い
る
L

て
か
ん
じ
で
し
た
。

汽
車
の
中
で
の
楽
し
み
と
い

っ
た

ら
、
ご
は
ん
を
た
べ
る
ぐ
ら
い
の
も

の
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
考
え

て
も
本
当
に
そ
う
だ

つ
た
と
思
う
。

三
十

一
日
の
畳
ご
は
ん
の
と
き
だ

っ
た
か
な
、
食
堂
車
で
た
べ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
相
席
さ
せ
て
も
ら

っ
た

名
も
し
ら
ぬ
お
じ
さ
ん
が
私
た
ち
に

話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。
は
じ
め
の

う
ち
は
、
「
や
ら
し
い
お

っ
さ
ん
」

っ

て
か
ん
じ
で
せ

っ
し
て
い
た
が
、
あ

と
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
「
や
ら
し
い

お
っ
さ
ん
」
て
か
ん
じ
が
な
く
な
り
、

「
気
の
ど
く
な
お

っ
さ
ん
。」
に
変
化

し
て
い
き
ま
し
た
。
変
化
さ
せ
た
原

因
は
、
こ
ん
な
話
し
で
し
た
。

「
私
は
、
福
島
で
生
ま
れ
た
ん
だ

3工老;毎

ら
第
六
項
症
ま
で
の
人

ま
た
は

第

一
款
病
で
あ
る
人
。

ユニ

原
子
爆
弾
被
爆
者
で

厚
生

大
臣
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
。

オ

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
。

カ

海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
、
本

邦
に
引
き
揚
げ
た
日
か
ら
起
算

し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い

人ひ
と
り
で
入
居
で
き
る
県
営
住
宅

は
、
次
の
団
地
で
す
。

O
東
新
庄
団
地富

山
市
向
新
庄
地
内

，恩
Y.6 ，、ロ

O
太
閤
山
団
地

(
小
杉
町
大
関
山
地
内

題
に
取
り
く
ん
で
い
る
。」
と
い
う
こ

。
ル」

一
日
も
早
く
北
方
領
土
が
返

っ
て

き
て
ほ
し
い
と
思
う
。

魚

谷

明

美

け
ど
、
六
歳
の
と
き
に
色
丹
に
わ
た

二
年

り
、
何
十
年
間
あ
そ
こ
で
育

っ
た
ん

だ
よ
。
私
の
思
い
で
は
ほ
と
ん
ど
が

あ
そ
こ
し
か
な
い
ん
だ
よ
。
働
い

た
と
こ
ろ
も
あ
そ
こ
だ

っ
た
。
給
料

は
安
い

っ
て
、
友
人
に
パ
カ
に
さ
れ

た
け
ど
、

A
7
に
な

っ
て
み
れ
ば
、
あ

そ
こ
が
よ
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。

1 8  

私
は
ね
、
あ
の
島
に
帰
れ
る
も
ん

な
ら
帰
り
た
い
。
今
す
ぐ
に
で
も
帰

り
た
い
。」

こ
の
話
を
き
い
た
と
き
、
頭
の
中
に

あ
っ
た
、
も
や
も
や
が
、
は
い
で
す
て
る

よ
う
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
行
く
前
に

勉
強
し
た
こ
と
が
、
心
の
中
に
よ
み
が

え
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
感
か
く
で
し

た
。
そ
し
て
、
今
や

っ
と
、
わ
か

っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。
な
ぜ
、
北
方
領
土
返
環

運
動
に
力
を
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
。

. I ~ 

山太閤

O
海
老
江
団
地新

湊
市
海
老
江
地
内

19 

こ
の
う
ち
東
新
庄
団
地
は
、
現
在

満
室
の
た
め
、
空
く
ま
で
待

っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
居
を
希
望
す
る
場
合
は
、
県
庁

の
建
築
住
宅
課
ま
た
は
太
閤
山
住
宅

団
地
建
設
事
務
所
の
窓
口
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

県
庁
建
築
住
宅
課

宮

0
7
6
4
|
出

|
4
1
1

1

太
閤
山
住
宅
団
地
建
設
事
務
所

宮

0
7
6
6
5
1
6
1
0
2
2
1
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生命保険は、私たちの生活を保障する手だてとして普及

し、日常生活を安心して過ごすため、多くの人々が加

入しています。この生命保険に関連して、最近セ

ンターへ「セールスマンの勧誘が強引I病気を

した場合の給付金が受けとれないI解約時

の返金が少なしりなどの相談が寄せられ

ています。

そこで今回は次の相談事例をとお

して生命保険についての知識を

あげてみました。

し
た
と
こ
ろ
、
社
内
で
検
討
の
結
果
、

全
額
返
金
さ
れ
ま
し
た
。

生
命
保
険
の
知
識

-
解
約
は
損
で
す

生
命
保
険
を
解
約
す
る
の
は
損
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
が
支
払

っ

て
い
る
保
険
料
は
次
の
三

つ
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

①

途
中
で
死
亡
し
た
人
々
の
保
険

金
支
払
い
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

将
来
、
私
た
ち
が
受
け
取
る
満

② 期
保
険
金
な
ど
の
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
ま
す
。

③ 

保
険
金
制
度
を
成
り
立
た
せ
る

た
め
の
諸
経
費
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

不
在
と
言
っ
て
、
は
っ
き
り
し
た

返
答
が
な
い
。
あ
ま
り
対
応
が
悪

い
の
で
新
し
い
契
約
も
解
約
し
た

2

0
 

'
L
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こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
生
命

保
険
を
解
約
し
、

五
十
五
年
春
、

新
た
に
大
き
な
額
の
生
命
保
険
に

加
入
し
た
。
そ
の
後
、
解
約
し
た

は
ず
の
保
険
の
返
一
戻
金
が
な
い
の

で
何
度
も
問
い
合
わ
せ
た
が
返
事

が
な
い
ま
ま
、
五
十
五
年
十
月
に

本
社
か
ら
「
未
払
金
が
あ
る
の
で

前
の
保
険
は
無
効
」

と
い
っ
た
内

容
の
書
面
が
来
た
。
ど
う
い
う
こ

と
か
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
担

当
者
が
不
定
で
答
え
て
も
ら
え
な

か
っ
た
。
五
十
六
年
三
月
に
再
び

同
じ
よ
う
な
通
知
が
来
た
の
で
問

い
合
わ
せ
た
が
、
や
は
り
担
当
者

」
の
う
ち
、
解
約
し
た
時
、
戻

つ

て
く
る
の
は
①
と
③
を
除
い
た
残
り

で
す
か
ら
、

加
入
期
間
の
短
い
も
の

は
ほ
と
ん
ど
保
険
料
は
返

っ
て
来
ま

せ
ん
し
、
長
い
場
合
で
も
、
そ
れ
ま

で
払
い
込
ん
だ
保
険
料
の
総
額
よ
り

も
少
い
こ
と
に
・な
り
ま
す
。
な
お
、

保
険
の
種
類
に
よ

っ
て
は
契
約
し
て

一
年
間
で
解
約
し
た
場
合
、
解
約
返

戻
金
が
返

っ
て
き
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
中
ま
?
し
ょ
p

フ
。

-
告
知
義
務
を
知
っ
て
い
ま
す
か

生
命
保
険
の
加
入
希
望
者
は
、
現

在
の
健
康
状
態
、
過
去
の
病
歴
、
現

在
の
職
業
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
り
の

設及わな川!?

保
険
会
社
に
苦
情
の
内
容
を
伝
え

実
情
を
調
査
し
て
申
出
者
と
話
し
合

う
よ
う
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

申
出
者
か
ら
、

「
昨
年
五
月
に
解
約
す
る
と
押
印
し

た
書
類
は
解
約
書
類
で
は
な
か

っ
た

と
わ
か
り
ま
し
た
が
、
当
時
、
何
の

説
明
も
受
け
て
い
な
か

っ
た
の
で
、

手
続
き
が
完
了
し
て
い
る
と
思

っ
て

い
ま
し
た
。
さ

っ
そ
く
解
約
の
手
続

き
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
の
で

ま
ま
を
保
険
会
社
に
告
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
「
告
知
義
務
」

と
い
い
ま
す
。

告
知
は
す
べ
て
書
面
で
行
う
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
加
入
希
望
者

は
、
「
告
知
書
」
に
書
か
れ
て
い
る

こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
正
確
に
記
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

医
師
の
質
問
に
も
、
あ
り
の
ま
ま
の

健
康
状
態
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。
事

実
と
違
う
こ
と
を
告
知
し
た
場
合
は
、

告
知
義
務
違
反
と
な
り
、
契
約
は
解

除
さ
れ
て
保
険
金
・
給
付
金
が
受
け

ま.し・外・と
し.た・務 ・れ
よ・こ・員・な
う.と・に・い

に・話・場
な・し・合
ら・た・も
な・だ・あ
い・け・り
の・で・ま
で・は・す
j主・
壬壬.丑二. t子
t.::.i、 Eコ0-

し・知・お

-
保
険
金
・
給
付
金
が
受
け
取
れ
な
い

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
保
険
金
・

給
付
金
が
受
け
取
れ
な
い
の
で
は
、

私
た
ち
は
な
ん
の
た
め
に
保
険
に
加

入
し
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
重
要

な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
告
知
し
な
か

っ
た
り
、
故
意
に
事
実
を
ま
げ
て
告

O
治
問
い
合
せ
は

-
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(
県
民
会
館
四
階
)

す
が

州、、

〆伯

九
万
円
ほ
ど
返
金
が
あ
る
と

聞
い
て
い
た
の
に
、
実
際
に
は
六
万

円
ほ
ど
だ
と
い
う
し
、
新
し
い
保
険

は
解
約
せ
ず
に
継
続
す
る
よ
う
勧
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
会
社
不
信

に
な

っ
て
い
る
の
で
解
約
し
た
い
。

」

と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
保
険
会
社
か
ら
は
「
古
い

保
険
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
解
約
手
続

き
を
せ
ず
勝
手
に

〈払
済
保
険
〉
(も

と
の
保
険
よ
り
小
さ
な
保
険
に
変
え

知
し
た
場
合
に
は
、
告
知
義
務
に
違

反
し
た
こ
と
に
な
り
、
保
険
金

・
給

付
金
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
留
守
や
引

っ
越

し
な
ど
で
保
険
料
の
払
い
込
み
を
忘

れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
契
約
は

失
効
し
て
し
ま
い
、
こ
の
場
合
も
保

険
金

・
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

-

「
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
制
度

知
っ
て
ま
す
か
?

る
方
法
で
、
以
後
の
保
険
金
を
払
わ

な
く
て
も
よ
い
も
の

)
に
し
て
い
た

ば
か
り
で
な
く

申
出
者
の
了
解
な

く
自
動
貸
し
付
け
に
し
、
貸
付
金
は

セ
ー
ル
ス
マ

ン
が
持

っ
て
い
た
の
で

申
出
時
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
解
約
手
続

を
と
り
ま
し
た
。
な
お
、
新
し
い
保

険
の
解
約
に

つ
い
て
は
本
来
、
返
戻

金
は
な
い
の
で
す
が
、

ミ
ス
の
責
任

を
と

っ
て
掛
け
金
の
半
額
を
返
金
し

ま
す
。
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、

新
し
い
保
険
の
解
約
理
由

は
会
社
側
の
手
落
ち
が
原
因
と
な

っ

て
い
る
こ
と
か
ら
全
額
返
金
を
要
求

20  

契
約
は
し
た
も
の
の
、
何
か
の
理

由
で
取
り
消
し
た
い
:
:
:
そ
ん
な
時

の
た
め
に
、
内
ク

l
リ
ン
グ

・
オ
7
H

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

」
れ
は
、
第

一
回
保
険
料
の
払
込

日
か
ら
、
そ
の
日
を
含
め
て
四
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
契
約
の
申
し
込
み
を

撤
回
で
き
る
制
度
で
、
書
面
、
そ
れ

も
書
留
な
ど
で
、
本
社
ま
た
は
支
社

宛
て
に
通
知
す
れ
ば
払
い
込
ん
だ
お

金
は
、
全
額
も
ど

っ
て
き
ま
す
。

21 
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8月19日
・家庭の健康は婦人から

婦人健康大学が開講され、婦人会、

母子保健推進員ら 100人が参加しま

した。

この健康大学は、健康づくりに果

たす婦人の役割が大きいことから、

昨年に引き続いて行われたもので、

初日は、開講式のあと本多県厚生部

次長が「これからの保健と医療」、波

多野東京大学芸大教授が「運動で健

康づくり」と題して講演を行いまし

た。

8月21日
・県庁前公園に “花吹雪H

長崎平和祈念像の制作で有名な北

村西望さん (日展名誉会長)の彫刻

μ花吹雪N の像が、県庁前の噴水公

園にその美 しい姿を現わしました。

これはアルミ鋳造メーカー黒谷町t

(新湊市)が県に寄贈したもので、

高純度アルミ製、高き1.7旬、横2.2

fZ 、重き 400~D の像。羽衣をまとっ

た天女が、雲海を抜き出て天へ飛朔

(しょう)しようとするもので、躍

動感にあふれた作品です。

協必脚 句慰

花吹雪像前で黒谷社長と中j中知事

Fijjjjiji--jit--;;::;:::;;:;三

8月25日
・健康増進センターが完成

富山市崎川に建設が進められてい

た富山県健康増進センターと富山県

医師会館が完成しました。

このセンターは、 μ健康増進H

H総合健診11 /1健康教育庁の 3つの

機能をも っており、最新の医療機器

を駆使しながら 110万人の健康維持

増進の拠点として 9月1日から業務

を開始しています。

8月26日
・婦人の翼(第 1回)欧州ヘ

第 1回目の富山県婦人海外派遣事

業「豊カ〉な郷土を拓く婦人の翼」の

団員ら一行36人が、西ドイツ・フラ

ンスに向けて出発しました。

この日、午前11時から県庁で団結

壮行式が行われ、中沖知事は「国際

的視野を広め、婦人指導者としてさ

らに活躍されることを期待します。」

とあいさつし、塩井団長に団旗を手

渡しました。
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8月16日'-9月15日

9月4日
・本番さながら-防災訓練一

「防災の日」の 1日、県内の各地

で防災訓練が行われました。

富山港では石油コンビナートなど

の総合的な訓練が行われ、 「タンカ

ーに小型船舶が接触、大量の原油が

流出した」との想定のもと、陸に海

にと本番さながらの活躍が見られま

した。

9月2日
・有権者は79万2千643人

(県内)

富山県選挙管理委員会は、公職選

挙法に基づいて、 9月1日現在の選

挙人名簿登録者数を発表しました。

これによりますと、県内の有権者

数は男37万 4千536人、女41万8千107

人、計79万2千643人となっており、

昨年の 9月10日現在と比べて男が、

1，975人、女が2，626人増えています。

9月3日
・滑川市で知事のまちまわり

中沖知事のまちまわりと、知事と

語るつどいが、この日滑川市で行わ

れました。

午前中は、地元の企業、早生の稲

刈りなどを視察、1時30分から滑川

市民会館で行われた「知事と語るっ

と。い」に臨みました。

約 190人が参加したこのつどいで

は、新幹線問題、高等教育機関な

どについて、知事と市民のみなさん

との間で意見交換が行われました。

10月街頭献血日程

月日(曜)1 場 所 時 間 月日(喝 士嘉 所 時 間

10パ(木)

1(柄

3出

3仕)

4(日)

16(創

17比)

17出

城端町役場前

婦中町役場前

富山駅前

10 :00~15 :30 1110/18(印

10:00~15:30 11 20ω u ……………  

高岡市伏木支所前

小矢部市役所前

富山駅前

1 0 :00~15 :30 

1 0:00~15 :30 

13:30~16:00 

10:00~15:30 

1 0:00~15 :30 

10:00~16:00 

1 0:00~15 :30 

13:30~16:00 11 24出

高岡駅前 10:00~15:30 11 24出 高岡駅前

富山西武前

新湊市役所前

10:00~16:00 11 25日 高岡駅前

10:00~15:30 11 31仕) 富山駅前

魚津市サンプラザ前

高岡駅前

10:00~15:30 11 3H土)高岡駅前

1 0:00~15 :30 

9月6日
・県代表に小西さん

(県立盲学校) ー

-少年の主張県大会一

ことしで第 3回を迎えた少年の主

張県大会は、富山市の県民会館で開

催され、中学生10人が日頃考えてい

ること、感じたことを発表しました。

審査の結果、県立盲学校中学部 3

年の小西薫さんMが、視覚障害者の

立場から積極的な社会参加を訴え、

最優秀に選ばれました。

小西さんは、中部・近畿ブロ ック

大会に富山県代表として出場するこ

とになっています。

本番さながらの防災訓練

9月ア日
・障害者に職場を
雇用促進で街頭キャンペーン
9月は心身障害者雇用促進月間で

すが、この目、県と心身障害者雇用

促進協会が富山市の街頭で、心身障

害者の雇用促進を呼びかけました。

このキャンペーンには中村県商工

労働部長、富山文化服装学院生らが

参加、通行人にピラや県花チューリ

ップの球根を手渡しました。

9月10日~竹田
・老人若返り祭を開催

「敬老の日」を前に、富山市の県

民会館で「富山県老人若返り祭」が

催されました。

この祭は、お年寄りから子どもま

でがひとつになって交流を深め、老

人に生きがいを見い出していただく

のが目的で、老人自ら制作した作品

の展示・即売や意見発表、演芸など

を通じて交流を深めていました。

田56年度後期技能検定の案内

ν ・検定職種/農業機械整備、建築大工、配管

など33職種

. t:伊講書受け付け /10月8日-27日
・申込間合先/富山県職業能力開発協会

発協会(県高工会館内宮富山32-9883)
田富山県デザイン震の作品募集

・応募資格/県内に在住または勤務する入

・申込期隈/10月24日(土)

・展示/11月7日-9日 県民会館A展示場

.取し込み問い合わせ先/富山県工業試験場

(高岡市中Hll丁目ft0766-21-2121)
橿山村特産品まつりの案内

・とき/9月30日-10月1日

.ところ/県民会館A展示場

・内 容/特産品開発コーナーや実演コーナー

のほか山菜加工品ゃなめこ、しゃ〈なげ、

木製品などの即売コーナーがあります。

圃婦人美術展に出品を

・部門/日本画、洋画、彫刻、工芸、書

・申込方法/10月30自に県民会館で作品の搬

入と問時に受け付け(筒紙は会場で)

※出品規定など詳しくは、

芸術文化協会事務局(宮富山41-8635)
県庁婦人青少年諜 (ft富山31-4111).rねいの皇」写生作品募集

・応募資格/1部 ・小学生、 2部 ・中学生

(県内在住者に限ります。)

・テーマ/ rねいの里J の自然、観察に関する

もの

・期間/9月23日-10月25日

・間合先/自然博物鹿センター「ねいの里」

宮07646-9 -5252 
(財)県民福祉公園

ft0764-41-6166 
・心配ごとはありませんか?

10月11日から17日は行政相談週間です。

この期間に国や県、iTiなどによる合同行

政相談所を開催します。

これは、役所や公社などの仕事に関して、

日頃思っている不平・不満あるいは、いろ

いろな図りごとについて相談に応じるもの

です。

この機会に、どんなことでも遠虐なく申

し出てください。

※ご相談・お問い合せは……

県民相談室 0764 (31) 3131 
行政監察局 0764 (32) 6337 
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広報課では、県民のみなさんと県斤との大切なパイプ役として、この月刊誌「県広報とやま」

のほかテレ ビ、 新聞な どを通じて県の事業の紹介や生活に欠かせない情報を提供しています。
また、 県民相談室や県政ノ〈ス教室、知事と語るつどいなどを通じてみなさんのこ・意見や要望を

お聞きしていま す。

心身障害者

事祉施震紹介・・

県
立
高
岡
ろ
う
学
校
で
は
、
幼
稚

部
か
ら
小
学
部
、
中
学
部
そ
し
て
高

等
部
に
至
る
ま
で
、
現
在
三
十
四
人

の
幼
児
、
児
童
、
生
徒
た
ち
が
勉
学

d

司
元
気
な
小
学
部
四
年
の

子
ど
も
た
ち

毎週日曜日
午前8時~8時30分

放送日 アーマ (予定) 内
円合、，

スポーツをしよう
スポーツの干火。 10月 1 日 ~20 日ま

で、県下「全域で開催されるスポー ツ10. 4 ーさわやかな スポーツ の祭典 さわやかスポー ツフェステ
フェスティパルー ィパル」を紹介。

県には畜産・林業など試験研究機

10.11 県の施設開放
関がありますが、このうちみなさん l

が気軽に利用できる施設などを紹介。

若者に国際的視野をを広めようと西
知事と語る ドイ ツ、オラ ンダ 訪れた青年の翼。

10. 18 
一青年の翼一

海外中で何事を得てきたのか、名誉合団長
の沖知 と団員たちが語り う。

10.25 あ す を拓 く 明日の富山県を切り拓介こうと努力
ーシリー ズー している人物、施設紹

」

KNBiこんにちは富山県です」

10月@
毎週日曜日
午前9時~9時30分

放送日 アーマ (予定) 内 谷，チヲ

日本縦断公演を続けている削衛劇

前偉?劇団 団 M黒テ ン トH 富山富公演演を劇機 に、 そ
10. 4 

H黒 テ ン トH ルポ
のユニーク な内容 と 山 界との
接1点、をレ ポート 。

(レポーター初瀬部慎一)
陶芸家/{ーナード ・リーチは、日

本の民芸品に興味を持ち、東西文化
バーナード ・リーチ の橋わたしもしました

10.11 このたび、夫人が来富し、遺作展
と富山 が聞かれますが、彼の富山での足跡、

をたどってみます。
(レポーター初瀬部慎一)

ハ ンディ キャプ(車)
写真家風間耕司氏は、また、 ボフ

ンテイア活動にも熱心でみずか らハ

10. 18 とつく しの コンサー
ンデイ キャブを所有し ておりま す。
その風間氏が、つくしの コンサー

トでボラン ティアへの参加 を呼びか
けます。 (レポータ一 小泉哲也)

小学校の校長である飯田先生が、
10.25 飯田先生の教育相談 教考育問題についてみなさんと一緒に

えます。

富山テレビ放送ill0万人のひろば」

テレピ

県立
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一一一一 う

に
励
ん
で
い
ま
す
。

」
の
学
校
は
文

字
ど
お
り
聴
力
障

害
者
の
た
め
の
学

校
で
す
が
、
授
業

内
容
は
普
通
校
と

特
に
異

っ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
語
や
算

数
は
も
ち
ろ
ん
、

音
楽
や
体
育
な
ど

健
常
者
と
同
じ
教

育
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

こ

の
学
校
の
特
色
あ

る
教
育
の

一
つ
に

V高岡ろう学校の誇る“聴能訓練"

普
通
校
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
小

学
部
は
主
に
図
画
や
体
育
を
近
く
の

小
学
校
と
合
同
で
行

っ
た
り
し
て
い

ま
す
し
、
中
学
部
、
高
等
部
で
は
J
-

流
を
深
め
て

い
ま
す
。

R
・
〉
活
動
を
通
じ
て
他
校
と
の
交

と
こ
ろ
で
、
聴
力
に
障
害
の
あ
る

人
と
い
え
ば

H

手
話
H

が
思

い
浮
び

ま
す
が
、
こ
の
学
校
内
の
会
話
に
手

話
は
登
場
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
正

し
い

日
本
語
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー

に
、
口
話
教
育
が
徹
底
さ

県政についてのご相談は…

県 富山市新総曲輪}-7(県庁内)

含富山31-4111附
31-3131(県民電話・直通)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮高岡21-9411

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

告魚津24-5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)

告砺波3-5151
砺波地方県民相談室

24  

室談相民

〈新聞広報〉

毎月最終土曜日に、北日本、富山、読売、

北陸中日の 4紙に掲載しています。 このうち、

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

日に掲載しています。

V高等部被服科の実習風景れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

「聴
力
障
害
を
克
服
し
、
明
朗
誠 みんなの県政

‘F

高
等
部
機
械
科
の
実
習
風
景

4 ・ 7 ・ 11・ 1月 (予定)の 4回は見聞き 2

朝日、毎日は毎月第 2、最終土曜日に、北

日本、 富 山、 読売、北陸中日は毎月第 2土曜

ペ ー ジを使って掲載します。

県からのお知らせ

実
で
敬
愛
さ
れ
る ぷ、

人
格
と

健
康
な
人
生
観
を
育
成
」

す
る
こ
と
を
教
育
目
標
に

す
る
高
岡
ろ
う
学
校
。
き

ょ
う
も
社
会
の

一
員
と
し

て
自
立
す
る

こ
と
を
目
指

し
て
、
三
十
四
人
が
元
気

い
っ
ぱ

い
頑
張

っ
て
い
ま

す
。県

立
の
ろ
う
学
校
に

は
、
こ
の
高
岡
ろ
う
学

校
の
ほ
か
に
、
富
山
ろ

う
学
校
が
あ
り
ま
す
。

入
校
手
続
に
つ

い
て

は
、
県
の
教
育
委
員
会

か、

直
接
ろ
う
学
校

へ

お
問
い
合

せ
下
さ
い
。
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